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概要
東京⽔道〜企業の森

東京⽔道〜企業の森 （以下「企業の森」といいます。）は、社会を構成する重要な一員である企業、団体
等（以下「企業等」といいます。）が、社会貢献活動等の一環として、東京都⽔道局（以下「⽔道局」といいま
す。）が管理する⽔道⽔源林内の一部エリア（以下「活動エリア」といいます。）にネーミングライツを設定し、企
業等が⽀払う費⽤を活⽤して⽔道⽔源林の保全育成を⾏うことで、将来にわたり⽔道⽔源林を適切に管理して
いくことを目的として取り組むものです。

目的

仕組みと役割
企業等及び⽔道局の役割は次のとおりです。

企業等
（活動）

・ ⽔道局との間で原則３年間の協定を締結した上で、ご希望に応じて、森林保全作業体験をはじめと
する様々な活動を⾏うことができます。
また、⽔道⽔源林の機能に重⼤な悪影響を及ぼさない範囲で企業独⾃の活動も可能です。
（森林保全作業体験等の実施は企業等の任意です。）

・ 具体的な活動方法や広報の内容等については、協定締結後に⽔道局と調整しながら「活動計画」を
毎年策定してください。（P6参照）
（注）森林保全作業体験等を実施する場合は、参加者の募集、道具の⽤意（軍⼿など）、現地までの交通⼿段の確保に

係る費⽤は、企業等の負担となります。
なお、御希望の場合は、⽔道局が活動に必要な⽀援（ノコギリなどの⽤意、指導者の⼿配など）を⾏います。

（費用）
・ 企業等は、ネーミングライツ費⽤として1ha当たり1年間で50万円をお⽀払いいただきます。

・ この費⽤は、活動エリアをはじめとする⽔道⽔源林の保全育成に活⽤します。
各年度の実績等については翌年度6月頃に報告します。

（広報）
・ 活動エリアは、あらかじめ⽔道局と協議の上、「○○の森」などの愛称を付けて企業等の広報活動等に
活⽤できます（ネーミングライツ）。

また、活動エリアに看板を設置することもできます。

・ 看板の設置、修繕、維持管理及び撤去に係る費⽤は、企業等の負担となります。
（注）ネーミングライツの設定、広報活動及び看板設置に際しては、社会通念上不適切な内容ではないか、⽔道⽔源林の

イメージ等に悪影響を与える内容ではないか等に関して、事前に確認させていただきます。
また、当該地域は秩⽗多摩甲斐国⽴公園内のため、看板の⼤きさやデザイン等に配慮が必要です。

（その他）
・ 協定期間中は、地元⾃治体等での文化体験の実施もぜひ御検討ください。（P7参照）



仕組みと役割（続き）
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○活動エリアの提供・保全育成
（森林管理の実施）

○森林保全作業体験等の⽀援
○企業等のPR
○地元⾃治体での文化体験等の⽀援

○ネーミングライツ費⽤の納付
（50万円/ha・年）

○活動エリアでの活動
（森林保全作業体験等）

○「東京⽔道〜企業の森」のPR
○地元⾃治体での文化体験等

⽔道局 企業等

協定

企業等
申込書の
提出

⽔道局
申込内容等
の審査
企業等の決定

企業等及び
⽔道局
協定締結
費⽤の請求
及び納付

企業等
活動計画の
作成

企業等
森林保全作業体験等
⽔道局
森林保全作業体験等
の⽀援及びPR実施

東京⽔道〜企業の森

⽔道局
（森林管理）

・ 活動エリアを設定し、企業等からお⽀払いいただいた費⽤を活⽤して、活動エリアをはじめとする⽔道⽔
源林の保全作業を実施します。

・ 企業等が森林保全作業体験等の活動を希望する際は、技術⽀援や道具⽀援など、可能な範囲で
⽀援します。

（広報）
・ ⽔道局の電子広報媒体（ホームページ、SNS等）や⽔道局PR施設（奥多摩⽔と緑のふれあい館
等）の電子看板などにより、協定期間中、企業等の名称や活動内容等についてPRします。

（その他）
・ 企業等が地元⾃治体等にて文化体験等を実施する際は、受⼊先の紹介等の⽀援をします。

＜東京⽔道〜企業の森（仕組みと役割）イメージ＞

申込みから活動までの流れ

その他
⽔道⽔源林ポータルサイト「みずふる」において、協定企業様の活動実績を掲載しておりますので、是⾮

御覧ください。
（⽔道⽔源林ポータルサイト「みずふる」 ⇒ みんなでつくろう⽔源の森

⇒ 企業連携 ⇒東京⽔道〜企業の森（ネーミングライツ））
https://www.mizufuru.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/create/support/namingrights/

https://www.mizufuru.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/create/support/namingrights/


結果通知

募集内容

宛 先 東京都⽔道局浄⽔部浄⽔課 （施設担当）
住 所 〒163-8001 東京都新宿区⻄新宿⼆丁目８番１号
連絡先 TEL 03-5320-6413（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

minnanomori（at）waterworks.metro.tokyo.jp
迷惑メール対策のため、表記を変更しています。お⼿数ですが、(at)を＠に置き換えてください。

令和８年度の募集について
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別記１
○特定の政治、思想、宗教等に関する活動を目的とする者又は企業の森を特定の政治、思想、宗教等の

活動に利⽤するおそれのある者

○暴⼒団（東京都暴⼒団排除条例（平成23年東京都条例第54号。以下「暴排条例」という。）第2条第2号
に規定する暴⼒団をいう。）又は暴⼒団員等（暴排条例第2条第3号に規定する暴⼒団員及び同条
第4号に規定する暴⼒団関係者をいう。）であると認められる者

○法令又は公序良俗に反する⾏為を⾏った者

○その他⽔道局⻑が不適当と判断する者

東京⽔道〜企業の森

活動エリアの森林整備等を⾏っていただける企業等を３社募集します。
令和8年度に募集する活動エリアについては、４ページから５ページ「活動エリアについて」を御参照ください。

応募方法
下記募集期間中、⽔道局ホームページに申込書電子データ(Word形式)を掲載します。
必要事項を御記⼊の上、電子メールにて下記担当までお送りください。

応募期間
令和８年７月21⽇（⽕曜⽇）から令和８年８月18⽇（⽕曜⽇）まで
説明会を希望される企業等に対しては、募集期間内に個別に実施します。

企業等の決定
⽔道局において、申込書等を確認の上、決定します。ただし、別記１に該当しない企業等であることを

条件とします。
また、応募多数の場合は、御提出いただいた申込書等を基に選考を実施しますので、あらかじめ御了

承ください。

令和８年９月中に、文書にて御連絡します。

担当及び申込書提出先



アクセス

・活動エリアまでの交通⼿段は、主に下記の２とおりです。

注）⾸都⾼・中央道は、⼟⽇・祝⽇は渋滞することが多く、更に時間を要する場合があります。

周辺施設等について
・活動エリアにはトイレ等がありません。⽔道局落合出張所には、更⾐室・会議室・男⼥トイレがあり、

着替え等の準備が必要な場合は⽔道局落合出張所にお⽴ち寄りいただけます。

・活動エリア周辺には、コンビニエンスストアなどの商業施設はありません。
当⽇の活動で昼⾷が必要となる場合は、出発前や⾼速道路サービスエリア、JR塩山駅周辺のコンビニエン
スストア等にて準備されるか、道の駅など地元飲⾷施設の利⽤を御検討ください。
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活動エリアは
⼭梨県甲州市内の

森林です
奥多摩

⽔と緑のふれあい館

⽔道局
落合出張所 小河内ダム

道の駅
たばやま

道の駅
こすげ

東京都⽔源林

勝沼IC

JR中央線 特急

90分

⾸都⾼・中央道

100km 80分（注）

活
動
エ
リ
ア

塩山 タクシー等

60分（約1万円）

国道411号等

30km 60分

新

宿

①電⾞＋
タクシー等

②借上バス
⾞

東京⽔道〜企業の森
活動エリアについて（全体図）



東京⽔道〜企業の森

所在地 現地のイメージ

山梨県甲州市塩山地内

比較的なだらかで歩きやすい地域です

１区画あたりの面積

２〜３ha(注)

使⽤可能⾞両

マイクロバスまで可能
（一部箇所は⼤型バスも可能）

周辺施設 推奨対象者 活動エリアまでのアクセス

周辺にコンビニ等はありません。
トイレ・更⾐・休憩等は落合出張
所を御利⽤ください。
落合出張所等では⼤型バスが停
⾞できます。

社員、社員の家族等
（⼥性やお子様も活動可能な
場所です。）

国道411号から当局管理林道（一
部は未舗装）に⼊ったところです。
落合出張所から⾞で5〜１０分程度

移動し、下⾞後徒歩数分で活動エリア
です。

（注）1haは100m四方の面積（10,000㎡）です。

奥多摩湖

⽔道局
落合出張所

活動エリア
※この範囲内に、各社ごとの区画を

ご⽤意します

至 塩山・勝沼

5

活動エリアについて（詳細）



活動計画について
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③道の駅で
昼⾷

朝 ①都内発（中央道勝沼IC経由）

午前 ②活動エリア到着
森林保全作業体験開始

昼 ③森林保全作業体験終了
昼休憩・移動

午後 ④施設⾒学（小河内ダムなど）

又は文化体験開始
夕方 ⑤都内着

②森林保全
作業体験

⑤JR⻘梅線
又は都内で解散

新
宿
Ｉ
Ｃ

①都内出発

バスルート

④施設⾒学
又は文化体験

体験内容 イメージ（過去の活動より）

地ごしらえ
翌年春に苗⽊を植えるための準備作業として、地表に散乱した枝や刈り払った

雑草⽊などを整理する作業です。「棚」を作り、そこに拾い集めた枝などを参加者
全員で積んでいきます。刃物は使⽤しません。

植栽
次世代の苗⽊を植え付ける作業です。各々が刃物（クワ）を使って穴を掘り、

苗⽊を植えていきます。また、苗⽊は⽔道局から⽀給します。

下刈
植栽⽊の成⻑を妨げる雑草などを刈り払い、植栽⽊の光環境を改善する作業

です。指導員の指導の下、刃物（草刈カマ）を一人1本ずつ使⽤します。

間伐
森林内に光を取り⼊れて健全な森林を育成するため、健全な成⻑が⾒込めな

い⽊を間引き、林内の光環境を改善する作業です。
４〜５人のグループに分かれて、指導員の指導の下、刃物（ノコギリ）を使⽤

します。

（注）上記の作業のうち、森林状況により必要な作業を実施いただきます。また、企業等の活動エリア以外での作業
も、状況に応じてご案内可能です。

東京⽔道〜企業の森

協定締結後、具体的な活動方法や広報内容等について、活動計画書の作成をお願いします。
作成に当たりましては、活動エリアで⾏うことができる森林保全作業体験の内容やこれまでの企業の森に

おける活動事例などの参考情報を、⽔道局から提⽰します。
なお、書式については、協定締結後にお渡しします。

森林保全作業体験
企業等の方々に⽔源地保全の⼤切さを理解していただくため、御希望があれば、社員等による森林保全

作業体験を実施することができます。
実施の際は、⽔道局が、現地までの案内や指導員確保、道具の貸出などの活動⽀援を⾏います。
なお、安全等を考慮して、１回当たりの参加者は20名程度を基本としますが、それ以上の参加者数が

⾒込まれる場合でも対応可能な場合がありますので、まずは御相談ください。

（⼀⽇の活動例 (注)昨年度参加企業の活動実績を参考に作成しています。）
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散策

森林散策
（山梨県甲州市にて）

文化
体験

そば打ち体験
（東京都奥多摩町にて）

巣箱作り
（山梨県甲州市にて）

マスつかみ捕り
（山梨県丹波山村にて）

小河内ダム⾒学
（東京都奥多摩町にて）

（注1）持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015年9月の国連サミット
で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された
2016年から2030年までの国際目標です。（外務省ホームページより）
（注2）ESGとは、環境（Environment)、社会（Social）、企業統治
（Governance)の頭文字を取ったものです。ESGレポートは、企業における
これらの考え方や取組等について、各社が公表しているものです。

東京⽔道〜企業の森

その他の活動について
森林保全作業体験以外にも、⽔源地では様々な活動を体験することが可能です。
「森林保全作業体験は⾏わず、散策や⾃然観察を中⼼に活動したい」「⾃社製品の性能を試験したい」
「CMロケ地として活⽤したい」「⽔源地の豊かな文化に触れてみたい」等の御相談にも応じます。
ここで紹介したものは一例です。ぜひ、多種多様な活動を御検討ください。

（参考）SDGsとの関わり
森林保全作業体験を実施している企業等では、その様子を

「SDGs（注1）との関わり」として、ホームページやESG（注2）
レポート等で積極的に紹介しています。



放映内容

奥多摩⽔と緑のふれあい館 電子看板（画面サイズ110×60㎝）
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広報について（⽔道局PR施設における電子看板）

東京⽔道〜企業の森
企業協賛⾦

制度現在の
参画企業

令和８年度
参画企業

各社の
広報映像

A社 D社 パートナー
企業一覧

Aの森

Ａ社の
取組

※※㈱
㈱●●

15秒
×各社 15秒

Ｂの
森

・・・

15秒

東京⽔道〜企業の森

⽔道局の広報施設である奥多摩⽔と緑のふれあい館（奥多摩町）、東京都⽔の科学館（江東区）
及び東京都⽔道歴史館（文京区）に設置している電子看板（デジタルサイネージ）で、企業等をPR
します。
（注）開館情報は各施設のHPにてご確認ください。

企業の森に御参加いただいた企業等には15秒ずつ割り当てます。この15秒は⾃由にお使いいただくこと
ができ、企業等が作成した素材を放映します。（静止画、動画どちらでも対応可能ですが、音声は対応
できません。）

【放映イメージ（終⽇再生します）】

放映内容
東京⽔道〜企業の森 協定期間中（3年間）

その他
⽔道局ホームページなどの電子広報媒体や各種イベントなどを活⽤し、企業の森のPRを随時⾏います。

15秒



東京都⽔道局⻑ 様 年 月 ⽇

下記のとおり申し込みます。

１ 貴社・貴団体名 ２ 業種

３ 所在地

〒

４ 御担当者様の情報

部署名 氏名

電話番号 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

東京⽔道〜企業の森について

５ 応募動機及び当事業に求めることを御記⼊ください。

６ ３か年の活動計画概要
（森づくりに関すること、地元での活動、その他予定している活動について御記⼊ください。）

７ 広報活動（予定）※活動エリアの名称（予定）についても御記⼊ください

9

令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P１）



CSR活動等について

8 これまで⾏ってきたCSR活動の実績と今後のCSR活動の計画等について、御記⼊ください。
（環境保全に限らず、地域貢献・国際貢献・教育貢献など、分野は問いません。）

9 貴社で⾏っている「⽔」に対する取組（上下⽔道以外でも、治⽔、利⽔、⽔循環に対する取組等）が
ありましたら、御記⼊ください。数値目標等がある場合には、併せて御記⼊ください。

コンプライアンスについて

10

令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P2）

①コンプライアンス専門部署の有無 有 無

②規則、マニュアル等の有無 有 無

③コンプライアンス研修の有無
（年1回以上） 有 無

上記の質問について、補足事項がありましたら以下にご記⼊ください。



環境に係る体制等について

①環境担当部署の有無 有 無

②環境方針文書の有無 有 無

③環境監査の実施の有無 有 無

④環境関連表彰歴の有無
（過去5年間） 有 無

上記の質問について、補足事項がありましたら以下にご記⼊ください。
④については、複数ある場合については全てご記⼊お願いします。
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P3）



以下は、参考として、現在分かる範囲で御記⼊ください。

令和８年度の活動希望について、現在分かる範囲で御記⼊ください。

①森林保全作業体験 実施したい 希望しない

実施予定の場合は、おおよその
時期と参加人数を分かる範囲で
御記⼊ください。

②その他の活動 実施したい 希望しない

実施予定の場合は、おおよその
時期・参加人数・体験内容等を
分かる範囲で御記⼊ください。

⾃由意⾒
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P4）



東京都⽔道局⻑ 様 年 月 ⽇

下記のとおり申し込みます。

１ 貴社・貴団体名 ２ 業種

○○○○株式会社 製造業

３ 所在地

〒＊＊＊－＊＊＊＊ 東京都○○区△△町＊－＊－＊

４ 御担当者様の情報

部署名 ■■部○○課△△担当 氏名 企業 太郎

電話番号 ０３－＊＊＊＊－＊＊＊＊ ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＊＊＊＊@＊＊＊＊.co.jp

東京⽔道〜企業の森について

５ 応募動機及び当事業に求めることを御記⼊ください。

当社では、社会貢献・環境貢献活動に積極的に取り組んでいます。
これまでも、活動の一環として、本社周辺のゴミ拾いや植樹等に取り組んできました。
本社が東京にあることから、東京の⽔源である多摩川源流域の森林を保全し、社会貢献に寄与したいと考え

ています。
また、この企業の森の活動の中で、社員やその家族が森づくり活動や地元文化体験等に参加することで、森

林保全の重要性を理解するきっかけを提供していただきたいと思っています。

６ ３か年の活動計画概要
（森づくりに関すること、地元での活動、その他予定している活動について御記⼊ください。）

・令和８年度から令和１０年度までの３年計画とし、⽔道局と相談しながら森林整備を実施します。
・初年度は1回程度、森林保全作業体験を実施したいと考えています。
・令和９年度以降は、森林保全作業に加えて、地元施設を利⽤したそば打ち体験等の文化体験を⾏

い、地域活性化にも取り組む予定です。

７ 広報活動（予定）※活動エリアの名称（予定）についても御記⼊ください

当社ホームページにて、社員による森林整備活動の様子を掲載する予定です。
また、当社が毎年発⾏している「CSRリポート」などでも取り扱う予定です。
活動エリアの名称については、「△△の森」を社内検討しております。
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P1）（記⼊例）



CSR活動等について

8 これまで⾏ってきたCSR活動の実績と今後のCSR活動の計画等について、御記⼊ください。
（環境保全に限らず、地域貢献・国際貢献・教育貢献など、分野は問いません。）

○○年度より、■■県○○町と協働した森林保全活動を⾏っています。
また、本社周辺において、地元⾃治会のみなさんと一緒に、毎月ゴミ拾いや草刈などの清掃活動を実施してい

ます。
今後は新たに東京⽔道〜企業の森で連携を図ることで、より一層環境貢献への取組を推進していきます。

9 貴社で⾏っている「⽔」に対する取組（上下⽔道以外でも、治⽔、利⽔、⽔循環に対する取組等）が
ありましたら、御記⼊ください。数値目標等がある場合には、併せて御記⼊ください。

当社では、上下⽔道に係る業務を⾏っていることから、環境保全活動の一環として、⽔資源の有効活⽤に積極
的に取り組んでいます。
⼯場で発生する排⽔について、再利⽤を促進し、節⽔に取り組むとともに、河川排⽔を最小限に抑制し、

河川環境維持にも取り組んでいます。

コンプライアンスについて
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P2）

①コンプライアンス専門部署の有無 有 無

②規則、マニュアル等の有無 有 無

③コンプライアンス研修の有無
（年1回以上） 有 無

上記の質問について、補足事項がありましたら以下にご記⼊ください。

①本社にコンプライアンス推進室を設置しており、〇〇等を実施しています。

②平成20年度に「コンプライアンス基本方針」を策定し、コンプライアンス推進室を中⼼として社員のコンプライア
ンス意識の向上に努めています。

③全社員の悉皆研修として年1回実施しています。
また、各部署において、半年に1回リスクの洗い出しを⾏い、防止策の検討を実施しています。



環境に係る体制等について

①環境担当部署の有無 有 無

②環境方針文書の有無 有 無

③環境監査の実施の有無 有 無

④環境関連表彰歴の有無
（過去5年間） 有 無

上記の質問について、補足事項がありましたら以下にご記⼊ください。
④については、複数ある場合については全てご記⼊お願いします。

①本社にサスティナビリティグループを設置しており、〇〇等を実施しています。

②平成26年度に「環境方針2020」を策定し、方針に基づき環境活動を進めています。

③令和７年度末現在、5拠点のうち、4拠点（取得率８０％）においてISO14001の認証を得ています。

④
・平成27年度 「地球環境⼤賞」において、環境⼤臣賞を受賞
・令和元年度 「環境 ひとづくり企業⼤賞」において、優秀賞を受賞
・令和６年度 地球温暖化防止活動環境⼤臣表彰において、環境教育活動部門を受賞
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P3）



以下は、参考として、現在分かる範囲で御記⼊ください。

令和８年度の活動希望について、現在分かる範囲で御記⼊ください。

①森林保全作業体験 実施したい 希望しない

実施予定の場合は、おおよその
時期と参加人数を分かる範囲で
御記⼊ください。

社員を対象として、１回程度実施したいと考えています。
（時期、人数未定）

②その他の活動 実施したい 希望しない

実施予定の場合は、おおよその
時期・参加人数・体験内容等を
分かる範囲で御記⼊ください。

文化体験に興味がありますが、詳細は未定です。

⾃由意⾒
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令和８年度 東京⽔道〜企業の森 申込書（P4）


